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Keyword

●２市町３施設での行動調査の実績があります。
●Park-PFIや指定管理での施設管理計画に役立つデータです。
●利用者増や滞在時間の延長に有効な手段を見出すことができます。

【産業界での展開・用途】

●公共空間（公園・河川緑地など）での行動調査に基づく活用状況を分析します。
●周辺施設を含む現地調査により、地域との連携状態が見えてきます。
●公共施設整備や管理などのPDCA

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】
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河岸緑地や公園など公共空間は
どのように活用されているのか、
その使われ方を分析すると、空間
的要素の不足の有無や、施設整備
の必要性などが見えてきます。例
えば、写真の基町環境護岸は、「川
辺は広島の縁側」とのキャッチフ
レーズで利用を推進されていま
すが、利用状況の実態調査は行わ
れていません。そのため、サッ
カースタジアム建設（計画）時に
は、本研究で得た成果が役に立ち
ました。

【研究シーズの概要】

研究分野：工学（土木工学）

公共空間での行動調査より
施設整備や空間デザインを考える

ⒸACTIVE COMMUNITY PARK

【研究シーズテーマ】


